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施設長の観察日記
「ラジオデビュー」　　　　　（放送日：10/18）

新コーナー

※敬称略・順不同
令和7年 5月 1日 ～ 令和 7年９月 31日ご協力ありがとうございました

ボランティアありがとう

激励ありがとう 善意ありがとう
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職員一同頑張りますので
宜しくお願いします。

安達心虹
天野姫花
石田智明
石川春帆
井上拓海
大西美咲

神谷莉杷
粥川真翔
木元凉
黒川柚奈
杉山実優
瀬戸姫奈

愛知県老人福祉施設協議会の広報活動の一環

として、FM AICHI『沢井里奈のさわやか＃さわーたい

む』（毎週土曜日9:30～9:55）に、ユニット型特養の

ユニットリーダー飯島功大（かつひろ）さんが、出演しま

した。「輝く介護！未来発掘プロジェクト」と題して、介

護の魅力を発信する「輝くスタッフ！」としてのオファー

です。
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元アイドルユニット『dela』 の不動のエース沢井里奈

さんに物怖じせず、台本に無い、突然の問いかけに

も、堂 と々切り返していて、「さすが、リーダー飯島！」と、

番組ディレクターの後で、私も楽しませていただきまし

た。飯島さん曰く「ラジオ収録よりも、鶴舞までの運

転の方が不安で緊張した」とのこと(^-^;　引率した

私も、貴重な体験をさせていただきました。ありがとう

ございました。　　　　　　　　　　ぬく森施設長　U



安戸町内会
第11

回

　炎天下が続く真夏のどまんなか、8月17日（日）の夕暮れ、第11回ぬく

森・第二 夏祭りが安戸町内会との共催で開催されました。

　開会にあたり、犬山市長 原欣伸様、衆議院議員 福田徹様にご挨拶

をいただき、安戸町内会長 奥村康祐様による力強い開会宣言で祭り

がスタートしました。続いて登場したのは、犬山を拠点に活動する３×３プ

ロチーム「AICHI S.ONE」の選手の皆さん。縁日ブースを中心に盛り上

げていただき、会場は笑顔と歓声でいっぱいになりました。また、今年も

「社会福祉法人犬山市社会福祉協議会」「シオン株式会社」をはじめ、

多くのボランティアの方々にご協力いただきました。心より感謝申し上

げます。

　会場全体を彩ったのは、毎年恒例のリクエストアワー。今年は、

丹羽本部長がDJを担当しました。穏やかな語り口とともに流れる

リクエスト曲に、会場の雰囲気は例年とは少し違った温かさに包ま

れていきました。

　そして、夏祭りを大きく沸かせたのは「踊り王」コンテスト。ぬく森・第二

事務所の女性ダンスチームがステージから観客を煽りながら「め組の

ひと」踊り、会場の子どもたちや入居者様も次々と体を動かし、祭りの輪

のなかへ。特に盛り上げてくれた方には景品が贈られるという参加型イ

ベントは大盛り上がり。子どもたちの「めっ！」という叫び声が響き渡り、笑

いと興奮の渦と化しました。

　そして、いよいよ真打ち登場。祭りのフィナーレを飾ったのは、昨年に

続き出演いただいた鳴子踊りチーム「笑”（じょう）」の皆様です。迫力あ

る演舞は観客の心を震わせ、涙ぐむ入居者様の姿も見られました。最後

には観客を巻き込んで一緒に踊り、会場全体が一つになって幕を閉じ

ました。

　暑さ厳しい夏のなか、地域の皆様とともに安全に夏を楽しめたことを

嬉しく思います。

　来年もまた、この笑顔と熱気に出会えることを楽しみにしています。
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第28回

ぬく森ぬく森

20252025
　夏の訪れから少し遅れて、9月28日（日）に第29回ぬく森納涼

祭を開催しました。これまでの7月開催から時期を移したことで、

風が吹けば涼しさを感じる一日となりました。

　ただ、ちょうどお祭りの時間帯には雨予報が出ており、空模様

とにらめっこしながらの開催となりました。

　祭りに先立って行われた式典では、衆議院議員 丹羽秀樹様、

同 福田徹様、犬山市議会議長 大沢秀教様、愛知県議会議員 中

村貴文様から温かいご挨拶をいただきました。また、公務により

参加が叶わなかった参議院議員 伊藤孝恵様からも、心のこもっ

たお言葉を頂戴しました。さらに式典では、令和6年能登半島地

震の際にぬく森からDWATチームの一員として被災地に派遣さ

れた西田研修育成・巡回指導担当と江口統括に、全国老人福祉

施設協議会より感謝状が贈られ、会場全体が大きな拍手に包まれ

ました。

　一（はじめ）会による迫力ある和太鼓演奏が鳴り響き、いよいよ

納涼祭の幕開けです。和太鼓演奏が終わったちょうどその時、

犬山市長 原欣伸様が到着され、やぐらの上からご挨拶。絶妙なタイ

ミングでの登場に、会場は大きな歓声と拍手で盛り上がりました。

続く盆踊りでは、豊常会の皆様が踊りの輪を先導し、一会の太鼓

の響きとともに会場全体が一体感に包まれました。子供から入居

者様まで自然と輪に加わり、笑顔と掛け声が溢れる光景が広がり

ました。

　やがてお祭りも終わりに近づき、宇恵統括施設長による締めの

挨拶が始まったその瞬間、空からポツリと雨粒が落ちてきました。

まるで祭りの終わりを見届けるかのように、自然が演出を添えて

くれたようでした。

　ご家族の皆様、地域の皆様、ボランティアの皆様、多くの方々に

ご来場いただき、入居者様にとっても非日常を満喫するひととき

となりました。たくさんのご協力と温かいご声援に、心より感謝申

し上げます。
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ぬ く 森 だ よ り

本館では塗り絵や計算プリントがブームとなっています。最初は

「できんであかんわ」と言われ、断られる方が多かったですが少し

ずつ慣れてきたようで利用者さまから「計算の紙もらえる？」と

言ってくださいます。計算などはお好きではない方もちぎり絵を

すすめると「私はこれが好きだわ」と満面の笑みを見せてくださ

いました。

特別養護老人ホームぬく森

今年も暑い中ではありましたが、車で犬山市内をドライブ、新館

の入居者の皆さんと大きい作品作り、職員のピアノ演奏に合わ

せて歌を歌ったりしながら皆さん元気に過ごしています。

ユニット型特別養護老人ホームぬく森

特別養護老人ホームぬく森・第二 ケアハウスハートフル

デイサービスセンターぬく森 デイサービスセンターぬく森・第二

ぬく森サロン・五郎丸

最初は自分の好きなキャラクターのお面をそれぞれ選び、魚釣

りゲームや、スイカ割りなどを楽しみました。魚釣りは苦戦しな

がらも一生懸命参加してくれました。暑い日々でも元気いっぱい

の子どもたちです！

保育所ぬく森

頭と指先の体操 手作りと歌のある日々

無地の扇子に夏に関係するものの下絵を書いてから水彩絵の具

で塗っていただきました。こちらからサンプルを用意し、ご自分

の好きな絵を描いていただきました。初めは不安そうな筆の運

びもいつしか大胆になっていました。とても立派なセンスができ

ました。その後のサロンに持ってきてくださる方もみえました。

扇子つくり 保育所の夏祭りが行われました！

ぽんぽこ交流会、ギター演奏会、朗読クラブなどのボランティア

様の催し、おやつバイキング、夏祭り、敬老会などの内部企画イ

ベントなどなど、皆様暑さに負けず全力で楽しんでいただいてい

ます。秋には行楽ツアーも考えております。季節の変わり目で、

気温の変化が激しい日が続きますが、体調崩さず、みんなで元

気に楽しみましょうね。

この夏も元気にイベント盛りだくさん！

8月の終わりの週の３日間、夏祭りイベントを行いました。夏祭り

と言えば思い浮かべるのが盆踊りですね、「炭坑節」、郡上の「か

わさき」「春駒」「東京音頭」「新犬山音頭」を踊りました。炭坑節は

皆さん踊りをよく知ってみえたので曲が流れると自然と手が動

いていました。他の踊りは職員が踊り、手を動かして真似をして

いました。祭りでの出店の定番と言えば射的、輪投げを行い楽し

みました。最後におやつとしてアイスクリームパフェを用意して

食べて頂きました。午後からの楽しいひとときでした。

夏祭りイベント

コロナ禍以降、なかなか皆さんと一緒に出掛ける機会がありま

せんでしたが、今年から少しずつ外出を増やしています。7月に

は真新しいIGアリーナでの大相撲観戦。大きいアリーナと力士

にビックリ！しました。８月にはケアハウスのお隣にある“長江”

にお蕎麦を食べに♪美味しいお蕎麦に会話が弾みました。ぬく

森第二の夏祭りにも出かけ、暑い夏を満喫しました。毎朝のラジ

オ体操は欠かさず、皆さんと元気いっぱいに過ごしていきたい

と思います(^^)　

力士に蕎麦に夏祭り！

今年度は、ご家族を招いてのイベントを各ユニットで開催してい

くことになり、６月には「はなみずきユニット」でおやつ作りと合

わせて行われました。普段は見られない皆様の表情や、ご家族

からもたくさんのお話を伺うことができ職員にも良い機会と

なっています。夏祭りの前には七夕飾りを作ったり、スイカ割り

をしたり、この夏も様々なイベントを通じて季節を感じていただ

けるように過ごしました。

春から秋にかけての第二の様子です。

5月 6月 7月 8月 9月
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様の催し、おやつバイキング、夏祭り、敬老会などの内部企画イ

ベントなどなど、皆様暑さに負けず全力で楽しんでいただいてい

ます。秋には行楽ツアーも考えております。季節の変わり目で、

気温の変化が激しい日が続きますが、体調崩さず、みんなで元

気に楽しみましょうね。

この夏も元気にイベント盛りだくさん！

8月の終わりの週の３日間、夏祭りイベントを行いました。夏祭り

と言えば思い浮かべるのが盆踊りですね、「炭坑節」、郡上の「か

わさき」「春駒」「東京音頭」「新犬山音頭」を踊りました。炭坑節は

皆さん踊りをよく知ってみえたので曲が流れると自然と手が動

いていました。他の踊りは職員が踊り、手を動かして真似をして

いました。祭りでの出店の定番と言えば射的、輪投げを行い楽し

みました。最後におやつとしてアイスクリームパフェを用意して

食べて頂きました。午後からの楽しいひとときでした。

夏祭りイベント

コロナ禍以降、なかなか皆さんと一緒に出掛ける機会がありま

せんでしたが、今年から少しずつ外出を増やしています。7月に

は真新しいIGアリーナでの大相撲観戦。大きいアリーナと力士

にビックリ！しました。８月にはケアハウスのお隣にある“長江”

にお蕎麦を食べに♪美味しいお蕎麦に会話が弾みました。ぬく

森第二の夏祭りにも出かけ、暑い夏を満喫しました。毎朝のラジ

オ体操は欠かさず、皆さんと元気いっぱいに過ごしていきたい

と思います(^^)　

力士に蕎麦に夏祭り！

今年度は、ご家族を招いてのイベントを各ユニットで開催してい

くことになり、６月には「はなみずきユニット」でおやつ作りと合

わせて行われました。普段は見られない皆様の表情や、ご家族

からもたくさんのお話を伺うことができ職員にも良い機会と

なっています。夏祭りの前には七夕飾りを作ったり、スイカ割り

をしたり、この夏も様々なイベントを通じて季節を感じていただ

けるように過ごしました。

春から秋にかけての第二の様子です。

5月 6月 7月 8月 9月
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施設長の観察日記
「ラジオデビュー」　　　　　（放送日：10/18）

新コーナー

※敬称略・順不同
令和7年 5月 1日 ～ 令和 7年９月 31日ご協力ありがとうございました

ボランティアありがとう

激励ありがとう 善意ありがとう

生活相談員
田實

●運転手 藤野生活相談員
鈴木

介護士
小川

運転手
大脇

管理栄養士
近藤

介護士
佐藤

介護士
佐藤

介護士
可児

介護士
宮田

新入職員紹介
職員一同頑張りますので
宜しくお願いします。

安達心虹
天野姫花
石田智明
石川春帆
井上拓海
大西美咲

神谷莉杷
粥川真翔
木元凉
黒川柚奈
杉山実優
瀬戸姫奈

愛知県老人福祉施設協議会の広報活動の一環

として、FM AICHI『沢井里奈のさわやか＃さわーたい

む』（毎週土曜日9:30～9:55）に、ユニット型特養の

ユニットリーダー飯島功大（かつひろ）さんが、出演しま

した。「輝く介護！未来発掘プロジェクト」と題して、介

護の魅力を発信する「輝くスタッフ！」としてのオファー

です。

平田義治
アンサンブルいちい
一会
笑”
特定非営利活動法人ぽんぽこネットワーク
豊常会
朗読クラブまどか

宗本大史郎
村上敏治
塔野地区
前原区
緑ヶ丘自治会
安戸町内会
移動美容室「ひまわり」
一般社団法人シオン終活支援協会
犬山総合動物学院
いちい信用金庫
株式会社アーキリム総合設計
株式会社あいち銀行
株式会社いずみ
株式会社ケーアイ・オフィス・サプライ
株式会社シンエイアクト

高木健汰
チャトリデイルワニ
樋田海翔
長沼来尚
中村珠菜
丹羽琴音

原空之介
濱田伶
東方ひまり
広瀬りおん
間宮祈里
宮嶋雅代

村上岬
村上心虹
山下大跳
吉田みう
吉田英翠
渡邉羽心

株式会社東海SUNKEY
株式会社ナカノフドー建設
株式会社ナゴヤベビーサービス社
キューホールディングス株式会社
シオン株式会社
大成有楽不動産株式会社
東邦液化ガス株式会社
名古屋ヤクルト販売株式会社
平岩器械株式会社
フランスベッド株式会社
勝建設株式会社
山本サプライ有限会社
ワタキューセイモア株式会社
社会福祉法人犬山市社会福祉協議会羽黒支部
社会福祉法人白寿苑

AICHI  S.ONE
社会福祉法人犬山市社会福祉協議会
シオン株式会社
まちネット大口おりひめ
なごみ

元アイドルユニット『dela』 の不動のエース沢井里奈

さんに物怖じせず、台本に無い、突然の問いかけに

も、堂 と々切り返していて、「さすが、リーダー飯島！」と、

番組ディレクターの後で、私も楽しませていただきまし

た。飯島さん曰く「ラジオ収録よりも、鶴舞までの運

転の方が不安で緊張した」とのこと(^-^;　引率した

私も、貴重な体験をさせていただきました。ありがとう

ございました。　　　　　　　　　　ぬく森施設長　U


